ゲームとしての「ハノイの塔」
　次のルールでＡからＢあるいはＣの柱に移動させるとき
ルール１；一回一枚しか移動させてはならない。
ルール２；移動にあたっては小さい円板の上に大きい円板を置いては　　　　　　　　　　

ならない。
円板の枚数が
    １枚の時    １手
    ２枚の時    ３手
です。円板の枚数が３、４、５枚・・・と増えた時、手順はどう増えるだろう？
３枚の手順数を「？」の部分に数字で書き込んで下さい。以下、４枚、５枚の時も

同様です。

　  ３枚の時    ? 手
    ４枚の時    ? 手
    ５枚の時    ? 手
（注）書き込んだ後、保存し終了して、元のインターネット画面に戻って下さい。

　　　以降の書き込みするファイルについては同様とする。なお、保存したファイ

　　　ルはそのマシンにダウンロードされます。

＜教師向け解説＞

   ここでの『ハノイの塔』は、パズル・ゲームでしかなく、数学とは関係のない
 単なる試行錯誤の繰り返しで、手順を間違って書き込む数字が多かったり、少な

 かったりしても良い。つぎの問題の投げかけにはむしろ有意義。

　 この後で、手順数を最小にする板の移動の仕方を見つけて欲しい、と問題を投げ
 かける。

